
活水晦日

い
ま
だに
消
えぬ
疑問
符

世
界を
騒
がせた
聖
火
リ
レ
ー

をはじ
め
とし
て、
こ
れ
まで
の

五
輪
史上
に
類例
を
見ない
異
常

事態
を重
ね
て
き
た
北
京オリ
ン

ピッ
ク
がい
よい
よ
開
幕
す
る。

私はい
まか
ら3
年
半
前に
産
経

新
聞
ワ
シ
ン
トン
駐
在
編
集特
別

委
員
の
古
森
義久
氏
と
共
著
で

『
中
国
暴発』
（ピヲ
ネス
社〉

を
刊行
し
た
が、
その
帯は
「北

京五
輪
は
ど
う
な
る
げ」
と
なっ

てい
た。
開
催
直
前の
現
時点
で

も、
こ
こ
に
付し
た
疑
問
符をい

ま
だ
に
打
ち
消
すこと
がで
き
な

それは
まず、
去
る
3
月上
旬

以
来の
チベ
ッ
ト騒
乱
に
対す
る

中
国
当
局
の
強
硬
な
抑
圧
的
対

応、
新
彊
ウ
イ
グル
自治区で
の

分
離・
独立
派の
ウ
イ
グル
族へ

の
弾圧
といっ
た
チベ
ッ
ト
族
や

ウ
イ
グル
族へ
の
「
民
族
浄化」

政
策、
こ
れに
対抗
す
る
過
激
テ

ロ
活
動
の
増
大
が
あ
る。
さ
ら

に、
中
国
民
村
各
地で
頻発
し
て

い
る
農
民
暴動、
大量の
失業
最

貧
者
層の
増
大、
中
国パ
プ
ル
の

崩
填を
予
見
さ
せる
不
動
産
価
格

の
下
落
や
株
式市
場の
低
迷
とい

っ
た
政治的・
社
会
経
済
的
な
諸
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現
象
な
ど
と
め
ど
も
ない。

こ
れに、
北
京
オ
リ
ンピッ
ク

の
期
間中に
表
れ
る
か
もし
れ
な

い
大気
汚
染や
水
不
足、
河
川の

汚
濁といっ
た
環
境
破
填
現
象
や

近い
将
来のエ
ネル
ギ
ー
不
足
と

いっ
た
自
然
環
境に
か
か
わる
問

題
も
加わる。

よ
り本
質
的に
は、
や
が
て
日

億に
も
なん
なん
と
す
る
人口
を

か
かえ
た
ま
ま、
一
党独裁
体
制

で
経
済の
市
場
化
と
政治の
非
民

主
化を
継
続し
よ
う
と
す
る
無
理

が、
い
よい
よ
臨
界
点
に
達
しつ

つ
あ
る
か
ら
だ
といっ
てよい
の

で
あ
る。

それ
だけに、
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
以
降は、
2
0
09
年の
長

江三
峡
ダ
ム
大
工
事の
吸
お
と

「
現
代の
万里
の
長
城」
と
もい

える上
海
1重
慶ス
ーパ
ーハ
イ

ウェ
イの
完
成、
2
0
1
0
年の

上
海
万
博
といっ
た
巨
大
国
家
事

業
を
中心に
「
中
華」
の
国
威
を

発
揚しつ
つ、
国
家的
求
心
力を

保っ
て
ゆ
か
ざ
るを
得ない
で
あ

ろ
う。こ

う
して
見て
く
る
と、
問題

は
2
0
1
0
年以
後の
中
国とい

う
こ
とに
も
な
ろ
う
が、
や
が
て

2
0
1
2
年の
次
期
党
大
会で
現

在の
胡
錦
漕指
導
部
が
交
代す
る

北京五輪と中国危機の深層
こ
ろ
に
は、
現在の
中
国
共産
党

体
制で
は
中
国の
危
機を
乗り
切

れ
な
く
な
る
か
もし
れ
ない。
独

裁
体
制と
イン
ター
ネッ
ト
や
携

帯
電
話の
急
速
な普
及とい
う
社

会
現
象
が
ど
う
関
連
す
る
の
か

も、
大
問題
で
あ
ろ
う。

「反革命」は根こそぎ

その
場合
の
選
択
肢とし
て
考

え
ら
れる
の
は、
今
日の
中
国社

国際教養大学
理事長・学長

中嶋 嶺雄

会
の
底辺
に
渦巻く
想
像を
絶す

る
格差
や
不
平等へ
の
杯
摘
が
爆

発
し、
社
会的
混
乱を惹
起
し
て

権
力
が転
覆
す
る
とい
う
構図で

あ
ろ
う
が、
こ
の
よ
う
な
下か
ら

の
コ
反
革
命」
へ
の
期待
が
現
実

化
す
る
可能
性は
少
ない
の
で
は

な
か
ろ
うか。
その
理
由は
第一

に、
今
日の
中
国
当
局は
人
民
解

放
軍
と
人
民
武装
警察
部
隊お
よ

び
公
安
警察
とい
う三
重
の
抑圧

言命iE 
装
置に
よっ
て、
「反
革
命」
的

な
要
素
を
根こそ
ぎ
刈
り取ろ
う

とし、
徹底
的に
押さ
えつ
けて

い
る
か
らで
あ
る。
一
連の
良民

暴動
やパ
ス
爆
破
事件、
警
察襲

撃事件の
よ
う
なテロ
活動
が
今

後も
頻
発
す
る
にし
て
も、
それ

らが
連
合し
て
政
府
転
覆に導
く

ほ
ど
に
まで
中
国社
会全
体が
解

体し
てい
る
と
も思
わ
れ
ず、
不

満
が
あっ
て
も
人
民は
か
な
り
体

制
順応
的
で
も
あ
る。

もう一
つ
の
選
択
肢は、
ポス

ト胡
錦
濡
時
代の
中
国
共産
党指

導
部
が、
かつ
て
の
旧ソ
連のゴ

ルバ
チョ
フ
やエ
リツィ
ン
の
よ

うに、
マ
ル
ク
ス・
レ
iニ
ン主

義や
毛
沢
東思
想の
限
界を
自覚

し
て、
共産
党一
党独裁
体
制を

自ら
解
体す
る
とい
う上
か
ら
の

「
反
革
命」
の
可
能
性
で
あ
ろ

う。
こ
の
場合は、
ソ
連の
崩
墳

がそ
うで
あっ
た
よ
うに、
さほ

ど
多
く
の
混
乱
や
犠
牲
を
伴
わ

ず、
中
国の
歴
史的
転
換が
実現

す
る
か
もし
れ
ない。

強
権体制を
維持すれば

こ
の
よ
う
な
歴
史の
転
換は、

中
国とい
う
も
と
も
と
多
元
的な

国
家の一
元
化に
よっ
て
で
は
な

く、
一
種の
分
権
化、
私
自
身の

用
語で雷
え
ば「中
華連
邦
共和

国」
といっ
た
方
向に
向か
う
の

が望ましい。
こ
の
場合、
中
国

の
特別行
政区と
なっ
た
香港が

現
在、
日
年間の
現状維持とい

う
英中
間の
協定に反
し
て
急
速

な
中
国
化を
強い
ら
れ、
香港市

民の
反
発を
買っ
てい
る
とい
う

現状や、
久し
ぶ
りに
国民
党
の

政
権下
に入っ
た
台
湾が
どの
よ

う
な
中台関
係と
台
湾の
ア
イデ

ン
テ
ィ
ティ
を
形
成
す
る
の
か

も、
中
国の
将
来に
大き
な
影響

を
及ぽ
す
も
の
と思わ
れる。

しか
し、
こ
の
よ
う
な
選
択肢

を
中
国
当
局
が
拒否し
て
現状の

非
民主
的
な
独裁
体
制を
強権
的

に
維持しよ
うと
す
れ
ば、
その

災
禍は
地
球環
境
破境の
問題
や

環
境と
相
関的
な
人
権問題
とい

っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
シュ
ウ

（
案件）
をはじ
め
とし
て、
人

類の
未来
に
取り返し
のつ
か
な

い
影響を
与える
で
あ
ろ
う。

中
国の
危
機
と
脅威の
本
質は

ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
の
で
あ

り、
その
点を
見ず
に、
当面の

関
係打開といっ
た
外
交的
要因

か
ら中
国
に
甘く
対応
をす
るこ

と
の
是
非に
関し
ては、
や
がて

明白な結論が
出る
の
で
は
ない

か。
（なか
じ
ま
み
ねお〉
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